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こ
の
た
び
松
江
赤
十
字
病
院
で
は
、
ド
ク

タ
ー
カ
ー
の
運
用
を
、
試
験
的
で
は
あ
り
ま
す
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
名
の
と
お
り
医

師
が
病
院
を
飛
び
出
し
現
場
ま
で
車
に
乗
っ
て
行

く
わ
け
で
す
が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
同
様
最
近
の
救

急
医
療
で
は
病
院
前
救
護
の
充
実
が
重
点
課
題

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
傷
で
あ
れ
急
病
で

あ
れ
、
重
傷
あ
る
い
は
重
症
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

そ
の
予
後
を
決
め
る
ポ
イ
ン
ト
は
い
か
に
早
く
治

療
を
開
始
す
る
か
、
い
か
に
発
生
、
発
病
に
遅

れ
る
こ
と
な
く
医
療
資
源
を
投
入
で
き
る
か
に
あ

り
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
あ
る
い
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

存
在
意
義
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
現
行

の
消
防
に
よ
る
救
急
搬
送
に
お
い
て
も
観
察
、
応

急
処
置
な
ど
の
行
為
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
医

療
行
為
が
行
え
る
の
は
救
急
隊
の
中
で
も
救
急

救
命
士
の
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
心
肺
停
止
患
者
に

限
定
さ
れ
る
な
ど
、
搬
送
中
必
要
な
医
療
が
十

分
に
提
供
さ
れ
て
い
る
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

　
当
院
の
行
う
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
実
際
で
す
が
、

ま
ず
救
急
要
請
の
段
階
で
外
傷
で
あ
れ
ば
「
車

内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
」「
跳
ね
飛
ば
さ
れ

た
」
な
ど
い
わ
ゆ
る
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
外
傷
と
思
わ

れ
る
も
の
、
急
病
な
ら
ば
「
突
然
倒
れ
た
」「
呼

吸
を
し
て
い
な
い
」
な
ど
こ
れ
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
に

合
致
し
た
内
容
で
あ
れ
ば
、
救
急
出
動（
本
隊
）

と
同
時
に
消
防
か
ら
病
院
へ
ド
ク
タ
ー
カ
ー
出
動

要
請
が
あ
り

ま
す
。
出
動

と
な
れ
ば
別

隊
の
救
急
車

が
病
院
で
医

師
を
拾
い
上

げ
現
場
へ
向

か
い
本
隊
と

と
も
に
活
動

し
ま
す
。
ま

た
出
動
し
た

現
場
か
ら
必

要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
ド
ク
タ
ー
カ
ー
出
動
要
請

を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
患
者
個
々
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
は
当
然
で
す

が
、
一
方
で
救
急
隊
に
お
い
て
は
現
場
に
て
直
接

医
療
の
指
導
が
受
け
ら
れ
る
、
実
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
行
え
る
こ
と
、
医
師
に
お
い
て
は
病
院
内
で

は
想
像
で
き
な
い
現
場
活
動
へ
の
理
解
が
深
ま
る

こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
ま

た
こ
の
よ
う
に
日
頃
か
ら
消
防
・
医
療
の
間
に
良

好
な
関
係
、
体
制
を
築
く
こ
と
は
災
害
な
ど
有

事
の
際
に
重
要
で
す
。 

　
当
院
ス
タ
ッ
フ
の
関
係
上
24
時
間
、
3
6
5

日
の
理
想
的
な
運
用
に
は
程
遠
く
、
あ
く
ま
で
試

行
段
階
で
す
が
、
本
格
導
入
へ
向
け
て
症
例
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

救
急
部
長
　
佐
藤
　
真
也 



第40号   平成24年4月27日● 

病
棟
紹
介
 

　
7
階
西
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
は
総
勢
31
名

の
ス
タ
ッ
フ
が
、
患
者
さ
ん
に
安
全
で
、
安

心
し
て
治
療
が
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
病
棟
は
そ
の
名
の
と
お
り
、

肺
が
ん
、
喘
息
、
肺
気
腫
、
肺
炎
な
ど
の

呼
吸
器
疾
患
を
持
つ

患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
急
性
期

か
ら
慢
性
期
、
周
手

術
期
、
終
末
期
ま
で

幅
広
い
病
期
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

化
学
療
法
や
人
工
呼

吸
器
装
着
中
の
患
者

さ
ん
の
看
護
な
ど
専

門
的
な
知
識
や
技
術

を
有
す
る
特
殊
性
の

高
い
病
棟
で
も
あ
り

ま
す
。
ど
ん
な
状
況

で
あ
っ
て
も
、
患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
寄

り
添
い
、
患
者
さ
ん
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
た
、
個
別
性
を
活
か
し
た
看
護
ケ

ア
の
実
践
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
医
師
や
、

リ
ハ
ビ
リ
、
医
療
社
会
事
業
部
な
ど
の
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
密
に
連
携
を
と
り
、

質
の
高
い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
と

っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
当
病
棟
の
特
徴
と
し
て
、
感
染

症
病
床
を
2
床
併
設
し
て
お
り
、
重
症
感

染
症
に
も
対
応
で
き
る
設
備
が
整
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
気
管
支
鏡
検
査
や

睡
眠
時
無
呼
吸
検
査
を
受
け
ら
れ
る
患
者

さ
ん
な
ど
多
種
多
様
で

す
。
さ
ら
に
在
宅
酸
素

療
法
の
必
要
な
患
者
さ

ん
に
対
し
て
は
当
病
棟

で
在
宅
酸
素
療
法
の
導

入
を
行
っ
て
お
り
、
機

器
の
操
作
方
法
か
ら
退

院
後
の
日
常
生
活
指
導

ま
で
丁
寧
に
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。
酸
素

を
吸
入
し
な
が
ら
で
も

自
宅
で
の
生
活
を
続
け

て
い
け
る
よ
う
、
退
院

後
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
退
院
後
も
定
期
的
に
病

棟
看
護
師
が
電
話
を
か
け
る
な
ど
、
継
続

し
た
看
護
の
提
供
を
目
指
し
た
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
患
者
さ
ん
の
笑
顔
の
た

め
に
明
る
く
元
気
に
頑
張
り
ま
す
!!
 

調査期間：平成２４年２月６日～１０日　調査対象：外来患者（７５６名）・入院患者（２５０名） 

アンケートから読み取ることができる患者さんのお声をしっかりと受け止め、今後はより一層患者さん 
に満足していただける病院を目指します。 非常に満足 満足 普通 やや不満 非常に不満 
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平成21年8月19日付山陰中央新報より転載 

松村　武史 膠原病・腎臓内科 
4月に島根大学より赴任してきました。リウマチ・膠
原病を中心に地域の皆様のお役に立てればと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。 

實藤　宏美 消化器内科 
4月より消化器内科に赴任した實藤宏美と申します。
8年ぶりの松江で専門の肝臓を中心に頑張りたいと思
います。よろしくお願いいたします。 

花岡　拓哉 消化器内科 
わかりやすい説明をモットーにしています。皆様に安
心して医療を受けていただくように努力していきます。
宜しくお願いいたします。 

板倉　由幸 消化器内科 
4月より消化器内科で勤務させていただきます。岡山
大学卒業後、2年間研修医としてお世話になりました。
今後は消化器疾患を中心に少しでも皆様の健康のお手
伝いができればと思います。 

杉原　志伸 循環器内科 
4月より鳥取大学循環器内科から松江日赤に赴任して
参りました。精一杯日々の勤務に精進いたします。よ
ろしくお願いいたします。 

岡　部　　亮 呼吸器外科 
呼吸器外科の岡部と申します。初心を忘れず、誠心誠
意診療いたします。何卒、よろしくお願いいたします。 

樋　口　　強 小児科 
7年ぶりに地元の松江に戻りました。お役に立てれば
と思います。よろしくお願いいたします。好きなもの
は温泉とクラシック音楽です。 

藤井　雄介 外科 
4月に島根大学から赴任して参りました。地域の皆様
に支えられながら、自らの研鑽を積み、それを皆様に
還元できるよう努力する次第です。何卒、よろしくお
願いいたします 

槇野　祥生 形成外科 
4月から勤務させていただくことになりました。形成
外科は体の目に見えるところを扱う外科です。お困り
のことがあれば、気軽にご相談ください。 

佐藤真由子 泌尿器科 
4月に鳥取大学から赴任してきました。5年前にも半
年間松江日赤に在職していたことがありますが、今回
はまた気持ちを新たに頑張りたいと思います。よろし
くお願いいたします。 

河原　卓美 麻酔科 
4月に出雲から赴任してきました。主治医・担当医に比べ、患者
さんご自身と接する機会は少ないかもしれませんが、術者には
最高の手術環境の提供を、患者さんには痛みのない安全な周術
期の提供を心がけて頑張っています。よろしくお願いいたします。 

仲　松　　暁 放射線科 
4月に新しく赴任しました。松江での勤務は初めてで
すが、画像診断を通して質の良い医療を目指して頑張
っていきたいと思っております。どうぞよろしくお願
いします。 

中　林　　基 歯科口腔外科 
4月より歯科口腔外科採用となりました。これからは
松江日赤で、大学病院や関連病院で経験し学んだこと
を生かして頑張りたいと思っています。よろしくお願
いいたします。 



松江赤十字病院『患者さまの権利章典』  

5.  
6.  
7. 

1.  
2.  
3.  
4. 

「医療は、 患者さまと医療提供者とのお互いの信頼関係をもとに協力して作り上げていくものであり、患者さまに主体的に参加していただくことが必要です。」   
このような考え方にもとづき、 松江赤十字病院は、 患者さまの権利や責務についてつぎのとおり表明します。 

患者さまには、 医療提供者との相互の協力関係のもと、 良質な医療を公平に受ける権利があります。 
患者さまには、 診療に関して十分な説明と情報の提供を受ける権利があります。 
患者さまには、 医療に関する説明を受けてもよく理解できなかったことについて十分理解できるまで質問する権利があります。  
患者さまには、 医療従事者が提案する治療法に対して自らの意思で決定できる権利があります。 

患者さまには、 診療の過程で得られた個人情報の秘密が守られる権利があります。 
患者さまには、 医療提供者に対し患者さま自身の健康に関する情報をできるだけ正確に提供する責務があります。   
患者さまには、 病院の規則を守る責務があります。 

松江赤十字病院　研修広報委員会　 〒690－8506  松江市母衣町200番地  TEL（0852）24－2111  FAX（0852）31－9783 
松江赤十字病院ホームページ　 　　  http://www.matsue.jrc.or.jp/ 
松江赤十字病院公式ブログ「松江日赤ブログ」   　　  http://blogmrch.blog112.fc2.com/ 

URL  
URL  
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栄
養
課
調
理
師
　
奥 

野
　
将 

徳 

　
魚
へ
ん
に
春
と
書
く
よ
う
に
春
を
告

げ
る
魚
の
代
表
「
鰆
」
。
鰆
の
漢
字
の
由

来
は
春
に
多
く
獲
れ
る
こ
と
か
ら
で
、春

が
旬
の
魚
を
意
味
し
て
い
ま
す
。瀬
戸
内
海
で
は
春
が
漁

期
で
旬
で
も
あ
り
、特
に
岡
山
で
は
バ
ラ
寿
司
に
は
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
食
材
で
人
気
の
高
い
魚
で
す
。ま
た
、産

地
に
よ
っ
て
旬
が
異
な
り
、冬
に
獲
れ
る
寒
鰆
も
美
味
。淡

白
で
ク
セ
の
な
い
白
身
で
、照
り
焼
き
、西
京
焼
き
、竜
田

揚
げ
、フ
ラ
イ
、煮
物
な
ど
に
お
勧
め
で
す
。
選
ぶ
と
き
に

は
、目
が
澄
ん
で
い
て
皮
が
美
し
い
銀
色
で
ツ
ヤ
と
張
り

の
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

　
サ
ワ
ラ
ぬ
神
に
祟
り
な
し
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
身
割
れ
し

や
す
く
扱
い
に
は
技
術
が
必
要
。
鰆
は
大
き
さ
に
よ
っ
て

呼
び
名
が
変
わ
る
出
世
魚
で
、40
〜
50
㎝
を
サ
ゴ
シ
、サ
ゴ

チ
、50
〜
60
㎝
を
ナ
ギ
、ヤ
ナ
ギ
、そ
れ
以
上
を
サ
ワ
ラ
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
古
来
日
本
で
は
冠
婚

葬
祭
に
必
須
の
魚
で
、昔
は
あ
ま
り

獲
れ
ず
高
級
魚
で
し
た
。 

　
鰆
は
良
質
な
た
ん
ぱ

く
質
を
多
く
含
み
、

E
P
A
や
D
H
A
な

ど
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に

す
る
不
飽
和
脂
肪
酸
に
も

富
ん
で
い
ま
す
。ひ
と
く
ち
食
べ
れ

ば
早
春
の
息
吹
を
想
い
起
こ
さ
せ
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

時間／10：00～13：30　場所／低層棟6階会議室1・214時～15時30分 

●糖尿病と検査 
●献立を立てるときのヒント 
　～こんな工夫はいかがですか？～ 
● 　 　 　 　 　 　 　　　検査室から 
　　　　 「明日が来るという幸せ」 

・・・・・・・・・・・・・・・・・糖尿病・内分泌内科部長  佐藤　利昭 

・・・・管理栄養士  安原みずほ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・  臨床検査技師 

すこやか会会員  田村　捷子 

講師：放射線科部長  森岡　伸夫 

体験談 

体験談 

食事会 

時間／10：00～13：30　場所／低層棟講堂 
●インスリン抵抗性を改善させるために 
 
●カロリーオーバーになっていませんか？ 
　～1日の食事量を見直してみましょう～ 
● 　 　 　 　 　 　 　　　 家の中でできる運動Part.１ 
 
　　　　 「二人三脚の自己管理」 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・糖尿病・内分泌内科副部長  垣羽　寿昭 

 

・・管理栄養士  乙社あかり 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・理学療法士  渡　邉　　剛 
・・・・・すこやか会会員  加　藤　　洋 

放射線の人体影響 

食事会 

体験談 

時間／10：00～13：30　場所／低層棟講堂 
●糖尿病と骨粗鬆症 
●偏った食事になっていませんか？ 
　～食事のバランスを確かめてみましょう～ 
● 　 　 　 　 　 　 　　　 薬の飲み方の基本 
　　　　 「一日一日を大切に」 

・・・・・・・・・・・・・・糖尿病・内分泌内科部長  佐藤　利昭 
 

管理栄養士  引野　義之 

・・・薬剤師  川谷　恭典 

・・・・・すこやか会会員  門脇ミサエ 

食事会 

無料 受講料 

場所：低層棟6階会議室1・2

14時～15時30分 

講師：循環器内科副部長  井上　義明 

不整脈（心房細動）について 

場所：低層棟6階会議室1・2

14時～15時30分 

講師：リハビリテーション科部長  笠木　重人 

運動療法について 

場所：低層棟6階会議室1・2

14時～15時30分 

講師：呼吸器外科部長  磯和　理貴 

吸わされていませんか？ 
～本当に怖い受動喫煙の話～ 

うつらない・うつさないための感染予防 
～冬にむけての感染症対策～ 

場所：県立図書館1階集会室 

14時～15時30分 

講師：感染管理認定看護師  土江　和枝 

場所：低層棟6階会議室1・2
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